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令和７年度人材育成事業 受講生募集のご案内

当協会では、毎年各種の人材育成事業を開講しております。つきましては、次の通り令和７年度の受講生を募集し
ますので、是非ご活用ください。
会員各位には詳細なご案内を別途送付しますが、当協会ホームページ【https://www.jfa-tanzo.jp】からもご覧いた
だけますので、会員外の方のご参加もお待ちしております。

■□　鍛造マネージャー育成塾コース　□■
� 東京都認定普通職業訓練（短期課程）鍛工品製造業科
目　　的：以下のスキルを習得すること。
　　①理論・原理・原則を関連付けて理解する力。
　　②現場の問題及び課題を解決する力。
　　③�工場経営に必要なマネジメントにかかる知識を習

得し、ユーザー等に対して製品の技術、品質、信
頼性が説明でき且つ提案のできる力。

受講資格：�企業に属している方で実務経験５年以上且つ
国家検定「技能検定鍛造職種」有資格者、又
はそれと同等の鍛造に関する知識を有する方

定　　員：20名（最少開講人数：15名）
受講期間：令和７年４月から令和８年３月まで
　　　　　　（１泊２日で13回、計143時間の講義）
受 講 料：１名につき（税込み）
　　　　　　当協会会員　　　　　374,000円
　　　　　　一　般　　　　　　　484,000円
　　　　　　塑性加工学会会員　　404,800円
申込み〆切り：３月14日（金）
日 程（予定）：

講　義　内　容 開催日 開催地

科目１ 鍛造概論 ４月 愛知

科目２ 鍛造品とその評価 ５月 千葉

科目３ 鍛造用材料と熱処理 ６月 岐阜

科目４ 加工力と面圧 ７月 岐阜

科目５ 工具と潤滑 ８月 愛知

科目６ 鍛造設備 ８−９月 調整中

科目７ 熱間鍛造品の工程設計 ９月 東京

科目８ 鍛造及びCAE実習 10月 千葉

科目９ 精密鍛造と金型生産 11月 京都

科目10 設備保全技術 １月 千葉

科目11 品質管理 12月 東京

科目12 工場管理 ２月 調整中

科目13 工場経営とマーケティング ３月 東京

■□鍛工品製造業実践型人材養成コース□■
� 東京都認定普通職業訓練（短期課程）鍛工品製造業科
受講対象：鍛造全般に関する知識を習得したい方
受講資格：企業に属している方
募集人数：最少開講人数　12名
受講期間：令和７年５月から令和８年３月
　　　　　　（１泊２日で10回、計106時間の講義）
受 講 料：１名につき（税込み）
　　　　　　当協会会員　231,000円
　　　　　　一　般　　　346,500円
申込み〆切り：４月11日（金）
日 程（予定）：

開催日 開催地

１ 特別教科１ 現場改善力向上
教科１ 鍛造の基礎知識 ５月 東京

２ 教科２ 安全衛生、教科３ 品質管理 ６月 東京

３ 教科４ 鍛造設備 ７月 東京

４ 教科５ 型鍛造 ８月 調整中

５ 教科６ 型設計 ９月 東京

６ 教科７自由鍛造 10月 北海道

７ 教科８ 冷間鍛造、教科９ 検査 11月 千葉

８ 教科12 設備保全 12月 千葉

９ 教科10 熱処理、教科11 生産管理 １月 愛知

10 教科13 製図・図面の基礎知識特別教科２ 問題解決セミナー ３月 東京

■□鍛造技術通信講座□■
●鍛造科１級技能士コース　ハンマ及びプレス
●鍛造科２級技能士コース　ハンマ及びプレス
� 東京都認定普通職業訓練（短期課程）鍛造科
受講対象：技能検定（国家試験）資格取得を目指す方
受講資格：企業に属している方
受講特典：�合格者には東京都より修了証書が発行され、

国家試験である技能検定試験の学科試験が免
除されます。
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MANYO

Tel 06-6458-0481

ビレットシャー　30TON～1300TON

フォージングロール　FR120～FR960

プレス　50TON～3000TON

アプセッター　200TON～2300TON

募集人数：１級技能士コース　最少開講人数　10名
　　　　　２級技能士コース　最少開講人数　10名
受講期間：令和７年５月から令和８年２月
受 講 料：１名につき（税込み）
　　　　　　当協会会員　33,000円
　　　　　　一　般　　　77,000円
講座科目：
実施月 科　　目
R7．５月 材料、税料切断及び熱処理

６月 鍛造設備、機械、装置
７月 型設計、金型製作・整備及び機械工作法
８月 加熱、加熱装置、型潤滑剤
９月 鍛造方案及び設備保全
10月 型鍛造全般（Ⅰ）
11月 製図、図面の基礎、品質管理、欠陥及び検査
12月 法規、安全衛生、電気の基礎

R8．１月 型鍛造全般（Ⅱ）
２月 面接指導（スクーリング）、終了時試験
３月 （追試験）、認定訓練修了証の交付

●普通コース
受講対象：鍛造技術全般の知識習得したい方
受講資格：資格に制限はありません。
募集人数：最少開講人数　20名
受講期間：令和７年５月から令和８年１月
受 講 料：１名につき（税込み）
　　　　　　当協会会員　22,000円
　　　　　　一　般　　　44,000円
講座科目：
実施月 科　　目
５月 １．鍛造の基礎知識
６月 ２．設備、機械装置
７月 ３．安全衛生、環境　　４．製図、電気
８月 ５．鍛造加工（１）
９月 ６．鍛造加工（２）
10月 ７．鍛造加工（３）
11月 ８．鍛造加工（４）
12月 ９．検査　　10．熱処理　　11．欠陥
１月 12．品質管理　　13．生産管理

開講予定　　順次募集のご案内をいたします。

■□金属熱処理通信講座□■
令和７年７月開講予定
［１泊２日×１回 集合講座、全７回添削指導問題実施］

■□鍛造設備保全マイスター育成塾□■
●柱Ⅲ　センシング技術及びIoT、AIの適用
令和７年５月・６月開講予定
［１泊２日×２回開催］

●柱Ⅳ　異常検知、異常診断の勘どころ
令和７年10月・12月開講予定
［１泊２日×２回開催］

■□生産性向上支援訓練□■
令和７年５月から順次５テーマ開講予定
［各テーマ 1日開催（オンライン）］

■□技能士（電気系保全作業）
　　　　　　　取得に向けた技能研修講座□■
［２級］令和７年７月開講予定　［全６回実施予定］
［３級］令和７年９月開講予定　［全５回実施予定］

■□鍛造技術者に知ってほしい、
　　　　　　　　　　　　　現場の熱処理□■
令和７年６月開講予定　［１日開催］
はじめに熱処理する材料の種類と特徴を紹介し、熱
処理の基本である焼なまし・焼ならし及び焼入れ・
焼戻し、さらに製品の高性能化を図るべく高周波焼
入れや各種表面処理について、分かり易く解説しま
す。

■□品質確保、トラブルの未然防止、
　　　　　企業経営に寄与する熱処理講座□■
令和７年９月開講予定　［１泊２日×１回開催］
鋼種・製品と熱処理、品質保証、トラブル解析、対
策及び防止策等について、実践に即した熱処理を学
ぶ講座です。
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委員会開催報告� ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
■展示企画実行委員会　第１回WG
　開催日：12月16日（月）15：30 ～
　会　場：Web開催
　【議題】
　　１．MF-TOKYO2025鍛造ゾーン出展企画について
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
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人材育成事業報告
◆令和６年度鍛造マネージャー育成塾コース
　「科目11 品質管理」実施
去る12月19日（木）－20日（金）すみだ産業産業会館
（東京都墨田区）において、２日間実施しました。
第１日目は一般社団法人日本科学連盟　奥原正夫
講師による「問題解決」の講義のほか、東京情報大
学　総合情報学部　名誉教授　岡本眞一講師による
「TQM」、同　内田治講師による「データの視覚化
と吟味」の講義を実施しました。
座学での講義のほか、各個人でパレート図、ヒス

トグラム、散布図を作成する演習に取り組みました。
第２日目は、引き続き内田講師による「SQC」、
「工程管理（ヒストグラムと管理図の活用）」の講
義を実施しました。後半はグループに分かれて演習
を行い、講義で習得した内容を駆使し、意見交換を
しながら取り組みました。

◆機械保全技能士３級取得に向けた技能研修講座
　「第４回　実施」
去る12月18日（水）－19日（木）に弊協会 会議室に
おいて、受講生４名の参加で２日間実施しました。
２日間、制作実習回路の採点、故障トレース実習
を行い、その後、１月の学科試験に向け、最終の学
科試験対策を行いました。
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●◆●    ●◆●    ●◆●    ●◆●    ●◆●    謹賀新年 ●◆●    ●◆●    ●◆●    ●◆●    ●◆●    

●厚生労働省より
「労働者死傷病報告の報告事項が改正され、原則電子申
請が義務化されます」
令和７年１月１日より施行される改正労働安全衛生規
則等に関連しまして、労働者死傷病報告の電子申請方法
をご説明した動画（20分程度。YouTubeへリンクいた
します）を以下の厚生労働省特設ページに公開いたしま
したので、お知らせいたします。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
koyou_roudou/roudoukijun/denshishinsei_00002.html
電子申請いただく際は本動画をご覧になりながら帳票
入力支援サービスを操作いただくとスムーズと存じます
ので、ぜひご活用ください。
また、同特設ページに、令和７年１月１日以降、電子
申請が困難な場合に認めている書面での報告の際に使用
いただく労働者死傷病報告の参考様式につきまして、＜
死亡及び休業４日以上＞、＜休業４日未満＞のそれぞれ
を公開いたしました。

安全衛生環境委員会よりご協力のお願い
① 鍛造業における労働災害実態調査依頼
　 　提出期限：２月28日（金）
② 安全衛生に関する標語募集
　 　締　　切：３月21日（金）

調査票、安全衛生標語応募記入フォームは、当協会ホーム
ページからダウンロードできます。
https://www.jfa-tanzo.jp→上部のナビゲーションボタン（イ
ンデックスボタン）→ダウンロード


